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ウム (Cs) 汚染を受け(文部科学省 2011)，その対策を余
儀なくされた。
厚生労働省は 2011年 3月 17日，食品衛生i去に基づき，
原子力安全委員会が定めた指標値を食品中の放射性 Csの
暫定綴制値(乳 200Bq/kg，肉 500Bq/kg) として定めた





る粗館料については 5，000Bql旬以下と定めた。 2011年 8
月 113には，畜産飼料に含まれる放射性 Csの含量を 300
Bq/kg以下(粗鋼料は水分含有量 8割ベース，その他飼料
は製品重量)とする暫定許容値を設定した(農林水産省
2011b)。さらに 2012年 2月 313には，牛および馬用銀料



















































































FSC 2011-2012 5月 16FI 
FSC 2011-2012 5月 16日
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23 0.7 FSC 2011 7月 15日
24 0.9 米除染
3 ~}7](1ll横 0.5 FSC 2014 7月 3013 7月 9S 
A核I前 0.7 FSC 2014 7月 2513 7月 913
1) FSC:川波フィーノレドセンター，公社宮城県淡主主公社.
2)地!Jo散布は 2011年，その他の作業は 2012年に災施.また 2013年以降は 2イij.，3号および 9-1，号劉場に作付け.





































































































































2013 7月 17日 8月 21日
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2012 7月 23日 7月 13日
米除染
2012ブノレドーザによるきを土利縦のみ
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地内草地および飼料熔の計 66.6haである(表1)0 2011 
から 2015年にかけて実施した除染更新作業を記録した。
2011年に反転耕起作業を行ったのは， 23-j手間場(牧草見
本調， 0.7 ha) のみであったが，翌年に飼料用トウモロコ


















2011 2012 2013 2014 2015 
罰 l 草地および銅料熔の総商積 (66.6ha) 
に対する除染更新面積の都合
ロータリ耕を行い，鰐料用トウモロコシを作付けした。ま
















除染更新作業は 2011年には 0.7ha (1.1%)であったが，










表2 飼料畑の更新作業に尽いた農薬，資材および種子量 (2012年， トウモロコシ)
面積
ノン 叩「タ宅 諸種量1)
園場 ラッソー乳剤 フロアブノレ乳部 15ω15-15 LP70 完熟堆肥
(ha) (11) un (kg) (kg) (t) (kg) 
2-2 1.0 5 1コ 325 625 20 28 
3 1.2 6 2.0 375 750 24 34 
10-2 3.0 15 5.1 950 1，875 60 84 
21-1 1.6 8 2.7 500 1，000 32 45 




面護 ラウンドアップ化成 777 熔燐 苦土石灰
(ha) un (kg) (kg) (kg) (kg) (t) (kg) 
13-3 2.0 20 900 900 2，500 4，000 40 90 
18“l 2.0 20 900 900 2，500 4，000 40 90 
20-1・2 4.4 44 1，950 1，950 5，450 8，700 87 196 
20-3 2.0 20 900 900 2ラ500 4，000 10 90 
10.4 104 4，650 4ヲ650 12，950 20，700 177 466 





蹴ラウンドアップ化成 777 益軒 麟 芳 1:限撤Jil，!J巴 オ7Zドいレブエスク 2η:2 シロクローパリ一日:り-zzpzレッド lツプセフ芯ド





















































18司 1 2，0 0 
20-3 2，0 0 
計 20，6 164 
20日年 フィールドセンター更新草地
10叩 2 3，0 
16 0，9 
18-1上 13
















































































440 720 2，900 
540 900 3，580 
900 1，500 6ヲ000
460 760 3，000 


























460 760 3，000 
14-2 3.4 34 1，020 1，020 1，700 6，800 
[5号 2，0 20 600 600 1，000 4，000 



































































































































200 340 1，320 
340 580 2，300 
300 500 2，000 
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の最大許容値は 100Bq/kg (水分を 80%含むとする)，すな
わち 500Bq/kg DMである(農林水産省 2012)。
2011年には，ニ番草に含まれる放射性 Cs含量を闘場に
おいて生育状態で採取してお』定した。放射性 Cs含量が 500
Bq/kg DMを下回った臨場は 4関場 (12-2号， 12-3 
13-3号および 20づ号)であり，242-492Bqlkg DMであった。
それ以外の飼場では 621吋 6，284Bq/kg DMと高い値を示し
た。 2012年春には，ブノレドーザ、で表土剥離を行った 12-3
号園場では鵠料中放射性 Cs含量は 157Bq/均 DMと低かっ




では，夏の収穫物中の放射性 Cs含量は 87“ 198Bq/kg DM 
と大きく低下しており，除染更新の効果が認められた。除
染更新の効果は 2013年以降も認められ， 2012年秋に除染
更新を行った 9-1号と 13-1. 2号劉場では， 2013 
中の放射性 Cs含量が 29-100Bq/kg DMと短かった。また，
米i徐染闘場においても 2012年にくらべ放射性 Cs含量は低
下しており， 190-768 Bqlkg DMであった。 2014年には，
多くの圏場で生産が再開されたが，いずれも放射性 Cs含
量が抵く， 8-283 Bq/kg DMであった。未熟染の 5-2
のハルガヤも， 93 Bq/kg DMと抵い値であった。飼料中放
射性 Cs含量は 2015年以持も低く，家に給与してもi問題
の無い{疫を示している。
飼料用トウモロコシに含まれる放射性 Cs 2012 





















表 5 牧草中放射性セシウム (Cs)合設の変化
2011 (平成 23)1) 2012 (平成 24)2) 2013 (平成 25)3) 2014 (平成 26) 2015 (平成 27)2) 2016 (平成28)4)
臨場
一番主主 二番主主 -{評議 一番草 ー祷主主 ニ番革 -{寄恵 一番草
} 放射性Cs f，PI-:l)J 放射性Cs 放射性α 放射性Cs 放射性Cs 放射性Cs 放射性Cs 放射性Cs 放射性Cs 般射殺Cs
飼料5 (B件。M) 飼料 (Bq品gm1) 飼料 (Bq匂DM) I話I事i (8qikE臥M) 飼料 (B休gDM) 飼料 (8tjkgDM) 館料 (B司kgDM) 飼料 (8qkgDM) 飼料 (Bq，agDM) 飼料 (BqA(gDM) 
5吋 2 J'!v， ~主 931 生 996 ハノレ， 生 190 生 93 
6-1 RC，生 3，323 00，サ 9 00，サ 10
ーー一“・曹司. 曹司・ー合唱、・ 4・ーー司 4・ーー一‘』
7…1 RC，生 4，115 00，サ 1，808 00，サ 14 00，サ 29 00，サ 9
7-2 RC，生 1，892 00，サ 15 00，サ 28 00，サ ND
炉培地ー・炉培地均一・ ゆ 骨‘
8 00，サ 28 00，サ 13 00，サ 12 00，サ ND
9-1 00， 生 5，823 00， 生 3，447 00， 主 29 00， ガ 56 00， サ 28 00， サ 75 00， サ 37 
一・ー・ー・ド+争時ドー争 仲帳、捗“副岨晶晶岨ー・抽晶“一・ 晶““温抽抽晶、. 晶岨 抽抽“ 晶岨“ 幽晶抽“幽抽晶
9-2 
10-1 生 62100，サ 51 00，サ 283 00，サ 15
10-2 00，サ 32 00，サ 18 00，サ 53 00，サ 3 00，サ 7
1 RT， 主 2，775 00， サ 28 00， サ 70 00， サ 53 00， サ 51 00， サ 38 
12-1 00，サ 131 00，サ 198 00，サ 80 00，サ 130 00，サ 19
12ゴ 00，生 242 rす
12-3 不明，生 339 不明，生 157 て
13-1 ・2 己0，主 2，162 00， 生 00， 生 100 00， サ 31 00， サ 14 '¥q 
13サ 00，生 492 00，生 314 IT，生 93 00，サ 107 00，サ 41 00，サ 16 00，サ 00，サ 6 諮
1 4Fう1 0RG;T， Ej主t-26云，6643 00GG， fサ主 2I ，680i8 0G， Eh 768 0G， サ 243 0G， サ 2329 E5議存
w 
15 00，生 2，218 00，サ 24 00，サ 41 00，サ 32 00，サ 27 00，サ 14 N 
尚 一00，主主 00，サ 51 00，サ 48 00，サ 7 00，サ 44 00，サ 5 司!日
17 生 4 屯〉
時四1 00， 生 1，894 00， 主 663 IT， 生 115 00， サ 21 00， サ 27 00， サ 40 00， サ 28 00， サ 7 I'_' 
、、;_
18-2 00， 1: 1，560 00， 1: 1，220 00，生 202 00，サ 151 00，サ 33 00，サ 73 00，サ 190 00，サ 12
4トトー・ 4炉、俳+ーー-・ 4炉也、俳ー・、凶・‘・‘・・・‘・‘・晶凶・・‘・‘・‘・・・‘・‘・‘・ ・・・‘・‘・・・・晶晶‘・‘・・・・晶晶・・‘・・・・・‘・‘・ ・‘・ 抽抽ー‘“幽抽ー・ー‘“ー・ー・ーー一・、・
19 00，サ 16 00，サ 38 00，サ 9 00，サ 25 00，サ 6
20汁・ 2 00， 主 2，332 00， 生 1，080 IT， 主 198 00， サ 58 
ー‘‘ー‘・
20-3 生 25500，生 302 IT，生 87 00，サ 27 00，サ 25 00，サ 15 00，サ 22
ゅー.‘・‘・‘・・ a晶晶.‘・‘・‘・‘・‘・‘・‘・‘・‘・‘
21山 1 00，サ 44 00，サ 1 00，サ 4 00，サ 2
21-2 00，生 612 00，生 797 00，サ 6 00，サ 3
争喝事縄、ゆ ゆゆ 4酔 ゆ‘・‘・‘・・・‘・‘・‘‘・‘・・・ a‘・‘・‘・・ー・‘・‘ ・‘・・・・‘・・・・・・・・・・‘・‘・・ ・・ ・‘・・ ・・‘・・・・・・‘・・・‘・‘
22 RC，生 1，135 RC，:1三 3，106 生 465RC，サ 50 RC，サ 8 RC，サ 15 RC，サ 8






5)ハル・ハノレガヤ， RC リードカナヲーグラス， 00:オーチヤードグラス， RT:レッドトップ， IT:イタリアンライグラス，不明:植物種不明，生:[遡場で生育している状態で採取，サ:ローノレサイレージを採取.
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